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押熊八幡神社は、奈良の主要観光地からは離れた市内北西部、郊外の住宅地

とかつての農村風景が混在するエリアである「押熊」地域の氏神様として地

域の深い崇敬を集める神社です。八幡神社であることから本殿のご祭神は八

幡大神（応仁天皇・誉田別命）を祀ります。歴史としては、境内の案内板に

よると南側に現在も存在する「中山八幡神社」から江戸時代中頃の元禄期に

この押熊の地に勧請が行われたと考えられているほか、明治維新の時期に神

仏分離が行われるまでは、境内に宮寺である「福成寺」があったとされてい

ます。なお、現在も境内に存在する龍王神社については、元禄期の勧請まで

はむしろ主祭神としてこの地に祀られていたともされ、中山八幡神社からの

分霊が行われた後に主祭神が逆転する形になったとも考えられています。境

内は立派流造檜葺の立派な社殿建築や参道、うっそうとした社叢（鎮守の

森）があるなど地域の深い信仰の歴史が伺えるようになっているほか、末社

（境内社）が複数あるなど規模が大きな神社にもなっています。境内社とし

ては鹿島神社（祭神武御雷神）・市杵嶌神社（祭神市杵嶌姫）・木花開耶姫

神社（祭神木花開耶姫）が本殿脇に並んでいるほか、八大龍王神社（祭神豊

玉比古命）・稲荷神社（祭神稲倉魂命）・雨乞いの神として信仰を受ける

「こうずいさん（鳴雷神社）」、また伝承としては仲哀天皇の皇子「忍熊皇

子（おしくまのみこ）」の古墳であるとも言われる「忍熊王子社」もありま

す。なお、「押熊（おしくま）」という地名は奈良の北の端にあるという意

味合いから生まれたとされ、忍熊皇子信仰については後から「おしくま」の

読みにちなんで生まれたものともされています。八幡神社自体は観光スポッ

トとして機能している訳ではなく知名度の高い空間ではありませんが、歴史

や神社が好きな方は比較的遠方からも訪れる方がおられるようで、神社に設

置されている参拝者芳名帳には、様々な場所から訪れた参拝者のお名前がず

らりと記されています

押熊八幡神社 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


